
〔１〕【洋一さんの説明】が表している内容を、比べる量＝もとになる量×割合の式にあては
めて確認する。

〔２〕グラフから必要な情報（もとになる量、割合）を取り出し、比べる量の大小を判断する。

〔３〕判断の理由を「洋一さんの説明」と同じように書く。

正答の導き方
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の（２）４ 割合が同じで基準量が増えているときの比較量の大小を判断し、その判
断の理由を説明することができるかどうかをみる問題

＜関連する過去の問題＞ Ｈ２３全国（小６）B ４ (３)：比較量の大小判断

について、示された判断が正しい理由を言葉や数を用いて記述する問題

【正答例】（記号）ア （理由）2017年と2018年は、リサイクルした割合は同じで、
販売量は2018年の方が多いです。だから、2018年にリサイクルしたペットボトルの量
は、2017年より多いといえます。

比べる量 もとになる量 割合

２０１２ 小 = 同じ × 小
２０１３ 大 = 同じ × 大

① リサイクルしたペットボトルの量（比べる量）を求めるには、
「販売量（もとになる量）」×「リサイクルした割合（割合）」

② 折れ線グラフから、2017年と2018年のリサイクルした
割合（割合）はどちらも同じ。

③ 棒グラフから、2017年と2018年の販売量（もとになる量）
は2018年の方が大きい。

④ 割合は等しく、販売量は2018年の方が大きいので
リサイクルしたペットボトルの量は2018年の方が多いといえる。

２０１７ 小 = 小 × 同じ
２０１８ 大 = 大 × 同じ

・目的に応じて、グラフから必要な情報を
読み取る。

・基準量、比較量、割合の関係を理解する。

必要な知識・技能



調査問題を活用した授業改善のための指導資料

○ 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係について、式に当てはめて解を導き出
す学習だけでなく、全体と部分の関係を理解させることが大切です。

○ 全体で共有した考えが、別の事象でも活用できるかどうか調べさせることは、内容の理解
を深めるうえでも大切です。

授業改善のポイント

◆ 比較すべき情報を理解できていなかったり、情報を正しく読み取れていなかったりしている。

◆ 「何の割合か」など説明する対象を示す言葉や、グラフに示されている割合、判断の目安と

なる割合、大小の比較を表す言葉など、判断の理由の説明として必要な事柄を捉えられていな

い、または、それらを表す言葉を使って説明することができていない。

誤答例とその原因

（誤答例１）（記号）「イ 正しくない」

（誤答例２）（理由）販売量は2018年の方が多いからです。

（誤答例３）（理由） 2017年も2018年も85％だからです。リサイクルした量も同じです。

計算せずに、右のように考えて２013年が
多いと判断しています。
なぜ、2013年が多いといえるのでしょう。

2012年と2013年の販売量が同じで、
リサイクルした割合は2013年が多いと
いうことを式に当てはめてると、このよ
うに表すことができるね。

では、リサイクルした量が多いのは、2017年と2018年の
どちらの年ですか？

文章だけの説明を式やキーワードで表現し直す活動を位置付けることで、
異種の二つの量の割合についての理解が深まります。

２０１２ 小 = 同じ × 小
２０１３ 大 = 同じ × 大

もとになる量の販売量が同じならば、割合が大きいほうが比べる量のリサイクルしたペット
ボトルの量は大きくなるね。

２０１７ 小 = 小 × 同じ
２０１８ 大 = 大 × 同じ

だから、計算しなくても2013年にリサイクルしたペットボトルの量は、2012年より多いと
いうことがわかるんだね。

2018年です。2017年と2018年のサイクルした割合は同じな
ので、販売量の多い2018年の方がリサイクル量は多くなります。

もとになる量が同じときは、割合が大きいほうが、比べる量が大きくなり、
割合が同じときは、もとになる量が大きいほうが比べる量が大きくなるんだね。


